
i屯逢点描
一一桧とえ・中嶋嶺雄一一

北アの秘焼・雲の平

Jヒアルプスの黒部ilt,timに聞けた広大な総宕台地・：.fl：の平は、民いあいだ円本アルプ

スの泌境として、登山.(1たちの僚れの地であった。 今口では、：Eの平に山小屋もillっ

ていて、一般登山有もかなり入るようになったが、夜、がこのスケッチを，！？いた昭和30

$頃は、一日中歩いていても議にも会わない、といったところだった。

私は芸の平に二度入っているが、このスケッチは絞初のときのものである。 あとに

なってみれば何ということもなかったのだが、 当時は失恋のショ ックでイリ民が続き、

大学受験はおろか、食欲も減illし、 ょうやく似心を山で癒すことができた。 その浪人

時代に己主の平の奥の！認まで歩きまわった光；；tが、 このスケッチを“発見”したとき、

｜｜般っぱく：E、い起こされたものである。

：」i：の平の山小屋は、Jヒアの名物l/J・{JJ総正ーさんが、三俣山花とともに経営してい

るけれど、伊藤さんは、たしか戦前に学生述動で絵本1:·ri校Cln��Dを退学処分になっ

たとのことで、私は中学三年生のとき、 やはり伊藤さんが持っていた大田Iの中山スキ一

切のヒュッテで、彼のギターと私のヴァイオリンでロシア民認を居合わせたお客と一

緒Iこストープを聞みながら夜更けまで歌った記憶がある。 主の平には、日山植物の研

究家として知られたにき田辺和雄附土もよく米ておられて、三15!山荘で御一緒になり、

いろいろと御教示を似たこともあった。

私の山のスケッチは、こうして石き日の私「1身の倣悔録だともいえよう。

(!.fr京外同紙大学教綬）

(逍遙点描-北アの秘境・雲の平(『東亜』1990年8月号-1990.08
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